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研究要旨 慢性ダイオキシン類中毒である油症患者 39 名および健常者 39 名を対
象に、血清マグネシウム、鉄、銅、亜鉛、カルシウム、リチウム濃度をキレート試薬を
用いたメタロアッセイで測定したところ、油症患者の血清銅濃度は、健常者に較べ有
意に低下していた。銅は superoxide dismutase の活性中心に存在し、活性酸素の処
理に重要な元素であることから、油症患者の酸化ストレス状態を増悪させている可能
性があると考えられ、今後さらに検討を行う予定である。 

 
Ａ．研究目的   
 ダイオキシン類は AhR による CYP1A1 など
の誘導を介して、生体内で活性酸素種を発
生させることが知られている。生体内で発生
した活性酸素を分解する抗酸化酵素には、
微量元素を含むものが多くあることから、油
症患者血清中の微量金属濃度を測定し、ダ
イオキシン類の酸化ストレス状態に及ぼす影
響について検討した。 
 
Ｂ．研究方法   
 油症認定患者 39 名（平均年齢 63.4 ± 
14.7）、健常者39名（平均年齢64.1 ± 12.9）
について血清マグネシウム、鉄、銅、亜鉛、
カルシウム、リチウム濃度をメタロアッセイ（メ
タロジェニクス社）で測定し、血中濃度との相
関を検討した。解析には Mann-Whitney U 
test, Spearman’s correlation test を行った。 
（倫理面への配慮） 
データの解析は個人情報が特定されないよ
う、連結不可能な匿名化データとして行っ
た。 
 
Ｃ．研究結果  
 油症患者の血中濃度(pg/g lipid)は、健常
者より有意に高値であった 182.4 ± 208.1 
vs 13.2 ± 6.9）。油症患者と健常者との血

清微量元素濃度の比較を表 1 に示す。血清
銅のみ油症患者で有意に低下していた。し
かし血中 2,3,4,7,8-PCDF濃度との有意な相
関を認めなかった。 
 
Ｄ．考察 
一般に、生体含有量が鉄以下の元素を微
量元素と称するため、厳密には今回測定し
たなかでは、マグネシウムとカルシウムは必
須ミネラルではあるが、微量元素の定義には
入らない。またリチウムは生体での機能が明
らかではない。今回、油症患者で血清濃度
の有意な低下が認められた銅は、ヘモグロ
ビン合成経路において必要であるほか、同タ
ン パ ク 質 は cytochrome c oxidase 、
superoxide dismutaseなどの重要な抗酸化酵
素に含まれる。PCBやダイオキシン類はAhR
によるCYP1A1などの誘導を介して生体内で
活性酸素種を発生させることが知られている。
油症患者でも酸化ストレスマーカーである尿
中 8-isoprostane の上昇が報告されている 1)。
活性酸素には細胞傷害性があり、発癌や生
活習慣病との関連が示唆されている。血清
銅の低下は、油症患者の参加ストレス状態を
増悪させている可能性があり、今後さらなる
検討が必要と考えられる。 
 



Ｅ．結論 
油症患者で有意な血清銅濃度の低下が認
められた。 
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表 1 血清微量元素濃度の比較 

 油症 健常者 p 値 

Mg (mg/ml) 2.23 ± 0.42 2.38 ± 0.38 0.15 

Zn (μg/ml) 94.7 ± 27.2 109.0 ± 41.8 0.11 

Cu (μg/ml) 68.2 ± 29.1 88.2 ± 46.0 0.04 

Fe (μg/ml) 84.4 ± 28.8 79.1 ± 26.5 0.28 

Ca (mg/ml) 6.66 ± 1.34 7.16 ± 1.49 0.16 

Li (mM) 0.12 ± 0.03 0.13 ± 0.05 0.23 

 


